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～ 河崎地区 芝谷子ども会さんが、表彰式に参加されました ～

令和 8年 4月１８日（土）、東伯郡琴浦町の「まなびタウンと
うはく」において、鳥取県子ども会育成連絡協議会表彰式が開催さ
れました。令和 7年度の子ども会活動において、地区の伝統芸能を
地域で一体となって継承していく取組が評価され、優良子ども会と
なり、表彰されました。

令和８年度米子市子ども会連合会 ブロック別研修会
５月９日（土）・１０日（日）の２日間にわたり、市内７会場にて、ブロック別研修会を行い

ました。研修会では、子ども会活動をより充実させるための内容について学ぶとともに、各子ど

も会の現状や取り組んでいる活動、運営上の工夫や課題などを共有し、活発な意見交換を行うこ

とができました。「ほかの地区の子ども会はどうやっているんだろう。」「なるほど！これは参

考にできるかも。」など、様々な気付きもありました。また、役員の負担軽減に向け、イベント

の際、普段参加のない育成者に参加して欲しい、ジュニアリーダーを活用して活動を充実させた

いなど、具体的な意見も出されました。

※「育成者」とは…子どもを持つ親(父母)はもちろんのこと、地域に住む全ての大人をいいます。

米子市子ども会連合会では、子ども会でのお困りごとや活動についてのご相談を受け付け

ています。お気軽に事務局までご連絡ください。（☎０８５９－２３－５４３９）
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河崎地区で実施されている、伝承芸能フェスティバルにて、子ども会の上学年の児童が、太鼓と花

がさおどりに参加しました。伝統芸能である「花がさおどり」を継承していくため、子ども達が実際に

体験し披露します。そのほか、除草作業や盆踊り大会、とんど神事などの行事も行われており、世代

を超え、交流を深めながら、地域ぐるみで伝統やつながりを大切にする活動が続けられています。

ジュニアリーダーズクラブの紹介

令和７年度 鳥取県子ども会育成連絡協議会優良子ども会

令和７年度に表彰された単位子ど
も会をご紹介します。

～ 活動内容のご紹介 ～

加茂地区
浜河崎子ども会

河崎地区
芝谷子ども会

淀江地区
小波浜子ども会



～ お知らせ ～

「米子市子ども大会」を令和８年１１月３日(火・祝)に開催します。

会場：米子市児童文化センター（多目的ホールほか）

「市子連だより」は米子市ホームページでご覧いただけます。（バックナンバーもご覧いただけます）

http://www.city.yonago.lg.jp/8889.htm

子ども会インリーダー育成研修 活動報告

５月１７日（日）に今年度最初の活動を、明道公民館で実施しました。

初めて出会う友達も多く、少し緊張している様子の子ども達でしたが、中学生のジュニアリーダ

ーと『コンビニ』というゲームをすると、一気に表情が和らぎ、リラックスしていきました。

今回のオリエンテーションでは、年間の活動計画と、夏の体験活動についてがメインテーマでし

た。４つのグループに分かれ、それぞれ意見を出し合いました。予想以上の白熱ぶりに圧倒されま

したが、子ども達のパワーを感じることができ、非常に頼もしかったです。

話し合いの結果、夏の体験活動は、暑さ対策などの危険予知も活かし『お菓子作り』に決定しま

した。今回の様子を見守っていて、これからの子ども達の活躍がますます楽しみになりました！

研修会を開催しました！

「地域で子ども達を支え、つながり合う町づくりにむけて」

日時：令和８年６月２７日（土） 会場：米子市シルバーワークプラザ

※米子市子ども会連合会と米子市小・中ＰＴＡ連合会の共催で実施しました。

米子市子ども会連合会としては、前期育成者研修としての位置付けです。

今回は、福米ＲＣＳのお二人を講師にお迎えし、福米地区での活動事例をもとに、地域全体で

子どもを育て、住んでいる町を元気にする仕組みづくりについて、ご提案をいただきました。

活動に参加する中で、『関わりたいけど負担が大きい』『役割が一部の人に偏ってしまう』といっ

た悩みを感じることがあると思います。ほんの少し視点を変え「負担」を「価値」として捉えてみ

る。一人ひとりが無理なく、可能な範囲で関わり続けることの大切さを学びました。また、子ども

達が安心して成長できる環境をつくるためには、家庭だけでなく、地域全体で見守り、支えること

が重要です。今回の学びを活かし、誰もが気軽に関わり合える地域づくりに繋げていきたいです。

次に、米子市防災安全課の職員による『地域でできる防災』について学びました。

いざという時に助け合うためには、日頃から声を掛け合い、お互い顔が見える関係

を築いておくことが重要なポイントであると改めて認識しました。

それぞれの意識を変えることは容易なことではありませんが、一人ひとりのほんの少しの関わり

や興味を持つ気持ちが、大きな力になると感じました。


